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Ｘ

Ｙ Ｚ



國學院本「八丁石」

Ａ地点
國學院本「いのり岩」

古代においては洲の崎
であった洲崎寺

【図３】 国土地理院　陰影起伏図
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（白羽神社）
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Ａ地点
國學院本「いのり岩」

古代においては洲の崎
であった洲崎寺

【図４】 国土地理院　標準地図
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江戸後期の人々が「昔の海岸線はここだった」
と認識していたライン

牟

　礼

　川

江
戸
初
期
に
存
在
し
た
洲

國學院本
「惣門」

國學院本
「いをち」

射落畠

総門跡

八栗駅

【図６】 総門跡・射落畠の東遷

①

②
③

①『讃岐国名勝図会』の位置
　…相引川の屈曲部

　　　↓

②『新修高松市史』の位置
　…相引川の東岸に沿ったもの

　　　↓

③ 現在の位置
　…「昔の海岸線」認識に沿ったもの

【図７】義経弓流跡の東遷

國學院本
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國學院本

県 図 本

伊 能 図

金 毘 羅

【図９】北岸付近の変容（推定）
（●は八丁石の位置を表す）

洲の残存期

塩田開発期

塩田整備期

八丁石への北進期

宮北川成立期
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【図11】〈南北の物語〉にみえる県図本・洲崎寺本
（北が上になるように配置）

「いのり岩」 「こま立石」

【図12】箕輪石碑



【図13】『金毘羅参詣名所図会』

与一公園に似る岬状の地形
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【図16】与一公園北端のモニュメント（上）と「いのり岩レプリカ石」（下）



【図17】〈東西の物語〉として認識する江戸後期～大正期の絵図
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【図18】二か所の次信墓

左から洲崎寺本、
　　　県図本、
　　　國學院本

『天保国絵図』
（右）にも描かれた
「維歳壬午」碑
（昭和戦前絵葉書）

右端の五輪塔が
菊王丸墓

（昭和戦前絵葉書）

「馬埋處」碑（左）と五輪塔（右） 次信墓の案内碑（左）と五輪塔（右）
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【図20】牟礼町の次信墓地公園平面図

佐藤次信の墓表
〔次信墓案内碑〕

佐藤氏念祖碑 大夫黒の墓表
〔大夫黒墓案内碑〕

五輪の石の墓塔
〔大夫黒墓五輪塔〕

佐藤次信墓道碑 鎌田兵衛尉疑塚碑

（『牟礼町史』旧版607頁の図を加工。同書で用いられた名称をそのまま転記し、〔　〕内に論者の呼称を加えた。）

五輪の石の墓塔
〔次信墓五輪塔〕



昭和戦前の赤牛崎現在の赤牛崎・赤牛橋
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【表１】 　屋島合戦の史跡の認定・整備の流れ

古地図・絵図現地の石碑

現地史跡

國學院本名勝
図会

箕輪
石碑

先行
史跡

国公
協碑

牟礼
町碑

１×○×○○○六万寺

２×○××××源氏が峰

３瓜生山○××○○瓜生が丘〔宇龍ヶ岡〕

４×○×○××菜切り地蔵

５×○×○×○長刀泉

６桟敷岡×××××（明覚寺裏）

７惣門○×○×○総門址

８いをち○×○×○射落畠

９源氏はな××××（○）（白羽神社）

10すさきの堂○×○×○洲崎寺

11次信やきば○×○×

○

次信の墓〈牟礼墓〉

12×○×○×大夫黒の墓

13×××○×鎌田兵衛尉疑塚碑

14いのり岩○○××○祈り岩

15×○○××○駒立岩

16×○××○○弓流しの跡

17×××○×○大砂子（錣引き）

18××××××義盛塚

19××××××土肥屋敷

20×××××船隠

21×○×○○菊王丸の墓

22内裏屋敷○×○○安徳天皇社

23次信石塔○×○○次信の墓〈屋島墓〉

24くらかけ松○×○○義経鞍掛松

25×○×××赤牛崎

〔凡例〕

１　「名勝図会」は『讃岐国名勝図会』、「箕輪石碑」は箕輪野鹿筆の石碑、「先行史跡」

は江戸期～昭和戦前にすでに寺社・五輪塔・地蔵・名木・石碑などが存在していた地、

「国公協碑」は「香川縣國立公園協會」碑（昭和一〇年代）、「牟礼町碑」は源平合

戦八百年を前に旧牟礼町が昭和五六～五七年に建てた「源平屋島合戦古戦場」碑。

２　白羽神社の「牟礼町碑」は境内ではなく門前。

３　「牟礼町碑」欄の斜線の六ケ所は、そもそも旧牟礼町ではないためその碑は存在し

ない。


